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問1 5世紀、ヤマト王権の「倭の五王」は中国の南朝（宋など）に繰り返し使者を送りました。中国側の歴史書『宋書』倭国伝に記
されている、彼らが朝貢を通じて中国皇帝に認めてもらおうとした地位や権限とはどのようなものですか。 （2025年　沖縄公立入試　類

似）

1.  日本国内の支配権に加え、朝鮮
半島南部における軍事的な指揮権

2.  遣隋使の派遣を永続的に免除さ
れる特権

3.  明との間で勘合を用いた貿易を
行うための独占的な権利

4.  鎖国体制を維持するために、他
国との国交を断絶する公式な許可

問2 大和政権が朝鮮半島や中国大陸から移り住んだ人々を厚遇し、積極的に組織へ組み込んだ理由として、最も適切な説明はどれ
ですか。 （2023年　新潟県公立入試　類似）

1.  大陸の優れた土木技術、金属加
工、文字の知識などを取り入れ、
政権の支配力を強めるため

2.  狩猟採集中心の生活から、初め
て稲作を中心とする社会へと移行
させる必要があったため

3.  地方の豪族が持っていた鉄器の
製造技術を独占し、天皇の権威を
否定させるため

4.  遣唐使を派遣する代わりに、大
陸の役人を招いて日本の政治制度
をすべて中国式に改めるため

問3 5世紀の日本各地における古墳の分布状況を見ると、近畿地方で誕生した特定の形式の古墳が、九州から東北地方までの広い範
囲に築造されていることが分かります。この歴史的背景について説明した文として、最も適切なものはどれか。 （2016年　神奈川県公

立入試　類似）

1.  大和政権の支配や政治的なつな
がりが各地に広がった

2.  仏教の影響により、全国各地で
国分寺が建立されるようになった

3.  墾田永年私財法の施行により、
地方の有力者が荘園を形成した

4.  狩猟・採集の生活から、竪穴住
居に住む定住生活へと変化した

問4 3世紀後半から古墳時代にかけて造られた、円形の後円部と方形（四角形）の前方部を組み合わせた、上空から見ると鍵穴のよ
うな形をしている古墳の名称を答えなさい。 （2018年　長崎県公立入試　類似）

1.  前方後円墳 2.  円墳 3.  方墳 4.  積石塚

問5 5世紀頃、大陸から日本へ移住した人々によって伝えられた技術のうち、それまでの赤褐色の土器とは異なり、穴窯を用いて高
温で焼かれた硬い灰色の土器を何と呼びますか。 （2021年　島根公立入試　類似）

1.  縄文土器 2.  弥生土器 3.  須恵器 4.  土師器

問6 3世紀後半から6世紀にかけて、日本各地の有力な豪族の墓として築かれた古墳のうち、上空から見ると円形と方形（四角形）
を組み合わせた鍵穴のような形をしている、日本独自の形式を何と呼びますか。 （2018年　大分県公立入試　類似）

1.  前方後円墳 2.  円墳 3.  方墳 4.  装飾古墳

問7 近畿地方を中心に現れた、一方が四角形で他方が円形をした鍵穴のような形の古墳が、時代とともに全国各地（東北南部から
九州）へと広がっていった事実は、当時の政治状況についてどのようなことを示していますか。 （2021年　鹿児島県公立入試　類似）

1.  大和政権（ヤマト王権）の勢力
や政治的な影響力が、地方にまで
拡大したこと

2.  仏教の教えが各地に広まり、新
しい埋葬の形式が全国で統一され
たこと

3.  大陸から渡来した人々が、日本
各地に共通の墓制を直接伝えたこ
と

4.  稲作の技術が全国に普及し、各
地の農民が協力して巨大な墓を造
ったこと

問8 古墳時代に大陸からの渡来人がもたらした技術や文化について、当時の状況を説明した文として最も適切なものはどれか。
（2024年　鳥取公立入試　類似）

1.  山の斜面を利用した穴窯を築
き、高温で焼き上げる硬質の須恵
器の製法が伝わった。

2.  木製農具や石包丁を用いた水田
稲作とともに、赤褐色で薄手の土
器が広まった。

3.  仏教が伝来し、寺院の屋根を飾
るための瓦を焼く技術が初めて日
本列島に導入された。

4.  表面に縄目の文様を施し、食料
を煮炊きするための厚手の土器が
各地で作られた。

問9 古墳時代の日本列島において、大陸から移住した渡来人が果たした役割と、彼らがもたらした文化的影響について述べた文と
して正しいものを次の中から選びなさい。 （2019年　岡山公立入試　類似）

1.  漢字を伝えることで、ヤマト政
権における外交や記録、財政など
の実務を支えた。

2.  鉄砲の伝来に寄与し、戦国大名
の戦い方や城の構造に劇的な変化
をもたらした。

3.  稲作の技術を初めて伝え、狩
猟・採集中心の縄文文化から弥生
文化への転換を促した。

4.  青銅器を用いた祭祀の道具を伝
え、卑弥呼が統治する邪馬台国の
成立を助けた。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
日本国内の支配権に加え、朝鮮半島南部
における軍事的な指揮権

5世紀になると、ヤマト王権の王たちは「倭の五王（讃・珍・済・興・武）」として中国の南朝に
朝貢しました。彼らの主な目的は、日本国内の統一的な支配権を国際的に認めさせることだけでな
く、当時進出を図っていた朝鮮半島南部における外交・軍事的な優位性を確保し、その立場を中国
皇帝に正当化してもらうことにありました。

問2 答え 1
大陸の優れた土木技術、金属加工、文字
の知識などを取り入れ、政権の支配力を
強めるため

大和政権は、渡来人が持つ先進的な技術（鉄器製作、灌漑などの土木、織物）や知識（漢字による
記録、儒教、仏教）を独占・管理することで、他の有力豪族に対して優位に立とうとしました。こ
れらの技術は、巨大古墳の造営や農地の拡大、組織的な統治に欠かせないものでした。

問3 答え 1
大和政権の支配や政治的なつながりが各
地に広がった

近畿地方の大王（後の天皇）を中心とする大和政権が、各地の豪族と政治的な同盟や支配関係を結
んだことで、勢力の象徴である前方後円墳という同じ形式の古墳が共有されるようになりました。
国分寺は8世紀の奈良時代、荘園の拡大は平安時代以降、竪穴住居は縄文・弥生時代からの住居形
式であり、5世紀の古墳時代の動向を説明するものではありません。

問4 答え 1
前方後円墳

古墳時代を代表する墓の形式であり、円形と方形を組み合わせた独特の形状が特徴です。当時の有
力者の権力の大きさを示す象徴として、近畿地方を中心に全国各地へ広がりました。

問5 答え 3
須恵器

渡来人は日常生活に密着した技術も多く伝播させました。それまで日本で作られていた土器よりも
高い温度で焼成する技術や、ろくろを使用する技法が伝わったことで、より実用的で耐久性の高い
器が生産されるようになりました。

問6 答え 1
前方後円墳

3世紀後半の大和地方を中心に現れたこの形式は、円形の後円部と方形の前方部が合体した形状が
特徴です。資料などで全長100mを超えるような大規模な古墳として紹介されるものの多くはこの
形式であり、当時の王や有力な豪族の権威を象徴するものでした。

問7 答え 1
大和政権（ヤマト王権）の勢力や政治的
な影響力が、地方にまで拡大したこと

各地の有力者が大和政権と同じ形式の古墳を築くことは、その有力者が大和政権と政治的な結びつ
き（同盟や服属）を持っていたことを意味します。このため、前方後円墳の分布範囲を調査するこ
とで、当時の大和政権の影響力がどこまで及んでいたかを推測することができます。

問8 答え 1
山の斜面を利用した穴窯を築き、高温で
焼き上げる硬質の須恵器の製法が伝わっ
た。

4世紀から5世紀にかけて、大陸や朝鮮半島から多くの渡来人が移住し、新しい技術を日本列島に伝
えました。彼らは金属器の加工や織物の技術とともに、密閉された穴窯で焼成する須恵器の技術を
もたらしました。この技術により、従来の土器よりも高い強度を持つ器の生産が可能となりまし
た。他の選択肢は縄文時代、弥生時代、または飛鳥時代以降の出来事です。

問9 答え 1
漢字を伝えることで、ヤマト政権におけ
る外交や記録、財政などの実務を支え
た。

渡来人は文字（漢字）の知識だけでなく、養蚕、機織り、土木技術、須恵器の製作など、当時の日
本にはなかった高度な技術を伝えました。特に漢字を用いた文書作成能力は、ヤマト政権（大和朝
廷）が組織を運営し、大陸の諸国と外交交渉を行う上で欠かせないものとなりました。鉄砲は16世
紀、稲作や青銅器は弥生時代以前に伝わったものであり、時期や内容が異なります。


